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Comment： 

研究的コンテクストの顕在化 
本間 友 

（慶應義塾⼤学アート･センター所員・ 
⽂学部⾮常勤講師） 

 
 慶應義塾⼤学アート・センターの本間友
と申します。コメントというお話だったの
ですが、私は勘違いして、⾃分の報告を持っ
てきてしまいました。どうしようかと思い
ましたが、時間がないので、失礼して、元の
原稿のまま報告をいたします。 
 
 美術館やアーカイブにおけるコンテクス
トということを考えた場合、もちろん渡部
先⽣がお話しされていたような、ミュージ
アムが設定するコンテクスト、あるいは作
品が暴いていく社会⽂化的なコンテクスト
の話も頭をよぎりますし、あるいは齋藤さ
んのおっしゃっていたような、アーカイヴ
におけるコンテクストもあります。私の最
近の関⼼の⼀つは、また少し違った観点で、
⼤学という場所で、資料や作品が持つ研究
的なコンテクストを顕在化させていきたい、
というものです。 
 アート・センターのアーカイヴは、1998
年に設置されてから 20 年ほど、特に⽇本の
戦後の前衛美術に関する芸術資料に焦点を
あてて活動してきました。 

 
アート・センターが⼀番最初にアーカイ

ヴを設置したときのもくろみの 1 つとして、
研究アーカイヴというものをつくってみよ
う、といったものがありました。研究アーカ
イヴとは、「資料が属する主題領域における
現在、過去の研究へのアクセスを提供し、研
究活動の拠点となる場所」とアート・セン
ターでは考えています。そのため、アーカイ
ブ学の⽅が考えている、あるいは取り組ん
でいらっしゃるアーカイブとは、おそらく
また少し⽑⾊が違うものになります。 

 
 研究の拠点となるようなアーカイヴにお
いては、資料に対してどういったカタログ
をつくっていけばよいのか。ここでいうカ
タログは、DMC のカタログとは違う意味で
すが、そのカタログを構成する情報として、
研究来歴というものについて考えてみたい
と思います。 
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研究来歴とは、少し聞き慣れない⾔葉で、
私が勝⼿に使っている⾔葉なのですが、研
究のプロビナンスで、英語では Research
Provenance と呼んでいます。アーカイヴに
存在する⼀つ⼀つの資料、ないしは美術館
に存在する⼀つ⼀つの作品というものが、
今までどういった研究において参照されて
きたのかという、資料研究の歴史をさしま
す。研究来歴の重要性は、⾔わずとも明らか
ですが、アート・センターの資料の主たる
主題領域である、第⼆次⼤戦後の芸術にお
いてはとりわけ重要です。
⼟⽅巽の『バラ⾊ダンス』を例にあげると、
公演のポスターは横尾忠則がデザインして
います。この時代の芸術活動というのは、異
分野間のコラボレーション、例えばデザイ
ナーと舞踏家、⾳楽家と舞踏家、⽂学者と舞
踏家といったように、さまざまな芸術領域
の⼈々が、⾮常に活発なコラボレーション
を⾏いながら、1 つの作品をつくっている、
そんな時代でした。

そうであるならば、作品にまつわる資料
が⼀つあったとして、その資料に寄せられ
る研究関⼼も、例えばパフォーマンス研究
の領域から、デザインの領域からだけでは
なく、写真の歴史や、⾳楽の歴史など、そう
いったさまざまな観点から寄せられること
になります。

⾔い換えると、1 つの資料が、⾮常に重層
的な研究的なコンテクストの上に置かれて
いるということが、アート・センターの資
料の⼤きな特徴です。

⼀⽅で、1 つの資料に対してどういった
研究が今までなされてきたのかということ
は、実は資料の側からはとても⾒えにくい。
例えば、研究の形で⼀番分かりやすい論⽂
のようなものを考えた際に、論⽂の中には、
こういった資料を参照している、こういっ
たものに⾔及しているということが、図版
や引⽤、参考⽂献などといった形で付いて
いるわけです。しかし、当の資料の側から、
どの⽂献に引⽤されたとか、ある論⽂に図
版として⼊っているとか、そういった情報
はなかなか⾒えてきません。つまり、資料と
研究の成果との関係が、研究の側からは⾒
えるけれど、資料の側からは⾒えないとい
う、ある種⼀⽅通⾏的な状況に置かれてい
るということだと思います。
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そのため、研究来歴を資料に対して蓄積
することにより、資料と研究間の関係性を、
⾔ってみれば再構築し、資料の持っている
⽂化的、社会的、あるいは政治的な⽂脈を浮
かび上がらせることはできないか、その資
料を取り巻く⾮常に魅⼒的で豊かなコンテ
クストを⽴ち上がらせることはできないか、
ということを考えています。

本間 友（ほんま ゆう）
慶應義塾⼤学アート･センター所員・⽂学
部⾮常勤講師。2006 年慶應義塾⼤学⼤学
院⽂学研究科美学美術史学修了（修⼠）
専⾨は美術史および芸術情報の流通。
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